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はじめに 

 

 

草津市総合計画策定市民会議は、第５次草津市総合計画の策定に当たり、市民参

加による自由闊達な議論の場において、総合計画の検討の基礎となる市民意見を広

く求めるために設置されました。 

平成 20年８月に第１回会議を開催して以来、平成 21年１月までに８回の会議を

通じて、市職員の方々と共に、地域の身近な課題や問題意識、まちづくりの取り組

み提案などを出しあい、有意義な意見交換の場とすることができました。 

当会議は、平成 21 年度に継続して開催を予定しておりますが、この度、平成 20

年度における取り組みが終了したことから「平成 20 年度報告書」としてとりまと

めました。 

本年度に本市民会議と並行して進められている総合計画基本構想の検討、また、

次年度の基本計画の検討において、当会議の取り組み結果が十分に活用され、より

よい草津市のまちづくりに結びつく総合計画が策定されることを願っております。 

 

草津市総合計画策定市民会議 代表 大田 信光 
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１．検討手順について 

● 市民と行政の協働を重視して、市内で活動する各種団体代表や市民公募による委

員で構成する当会議と、市の職員で構成するプロジェクトチームが同じ立場で意

見交換を行うことを基本として検討を進めた。 

● 検討にあっては、以下の４部会によるグループワーク、また、要所における全体

協議を行った。 

第１部会：安心・安全、人権、環境 第２部会：健康・福祉、教育文化スポーツ 

第３部会：都市基盤 第４部会：協働 

 

● 部会ごとでテーブルに分かれて取り組んだグループワークにあっては、テーブル

マネージャーによる進行支援のもとで意見の出しやすい環境づくりがなされて、

リラックスした雰囲気の中で有意義な意見交換を行うことができた。 

 

■ 採用したグループワークの基本的手順 

手順 内容と留意点 

・ グループに分か

れてテーブルを

囲む。 

・ グループ間の距離は、他のグループの様子がわかることと、その声が邪魔

にならないことを両立できる程度に（部屋の広さ、天井の高さ・音の響き

にも配慮） 

・ グループ内のメンバーの「頭の距離」が重要で、メンバー数は 8 人程度に

設定（±2 人の変動に対応できるため）。長机 3 台程度を並べて「テーブ

ル」とした。 

取り組み説明 ・ 全体の進行役が、本日のプログラムについて説明。 

（チューニング） ・ 自己紹介等を通じた参加者相互の波長合わせを実施。 

意見交換 

・ 他者の意見を否定しない、すべての意見を尊重することについて、各メン

バーが共通認識を持っておくよう心がけることが必要。 

・ 各メンバーが、付せん 1 枚につき、ひとつの内容を記入し、互いにその内

容を発表し合うかたちで進行。 

・ 「おしゃべり」で終わらないよう、なるべく付せんに意見を書き留める形

式（模造紙の上にまとめられたものが成果物となる） 

取りまとめ ・ 出された意見をグループ化し、テーブルの意見交換の内容を整理。 

発表 ・ 各テーブルの発表者が、意見交換の成果を全体に説明。 
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２．会議の内容について 

● 会議の趣旨と草津市の概況について説明を受け、部会の編成を行った。 

● インスタントカメラを手に、事前に提案した見学先を見てまわり、その感想を交

えながら、草津市の現況や課題について様々な意見を出し合った。その意見交換

を踏まえての語り合いを通じて、将来の草津のまちの姿をともに描いた。 

● さらに、整理した課題をもとに、まちづくりの取り組み、また、その取り組み主

体についてのアイデアを出し合った。 

● 会議の成果を振り返り、総合計画への反映と次年度の取り組みについて確認した。 

 

■ 各会議の内容 

第１回 趣旨説明、草津市の概況把握、部会の編成 全体会 

第２回 “わがまち草津”を語り、草津のまちを見ましょう！ 

部会 第３回 まちを歩いて、よいところや課題を確認しよう 

第４回 草津のまち全体をながめてみよう 

第５回 将来の草津のまちをイメージしよう 全体会 

第６回 これからのまちづくりを考えてみよう① 
部会 

第７回 これからのまちづくりを考えてみよう② 

第８回 検討結果の取りまとめと構想への反映について 全体会 

 

 

  
グループワークの様子 発表の様子 
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３．検討結果 

 

（１）現況・課題について 

 

■第１部会 

● 草津市の特徴として、「琵琶湖が身近である」「田園地域が残っている」など、草

津市が自然的環境に恵まれていることについて意見が集中した。その一方で、開

発が進んでいることで「豊かな自然が減りつつある」という状況も共通の認識で

あった。 

● ごみ問題に対する市民の意識やモラルなどを始めとした様々な環境問題について

も話し合われて「環境問題に取り組む必要がある」ことが重視されたほか、公園

の整備・管理不足が挙げられ、「魅力のある公園整備が必要だ」という点で認識が

一致した。 

● また、総じて「市民の人権意識は高い」と確認された中、外国籍市民等の地域生

活に関して、文化や習慣の違いなどによる「理解の難しさがある」ことが指摘さ

れた。 

● このほか、草津市は災害が尐ないまちであるが、それによって地域防災の重要性

が小さくなるものではないこと、旧草津川跡地をはじめとした低未利用地の活用

をさらに図るべきこと、自転車盗難の増加などへの不安の高まりに対して、地域

防犯を強化すべきことなどについての意見が出された。 
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■第２部会 

● 市民生活を取り巻く本市の現状として、生活に必要な衣・食・住を満たす条件が

整っていることが確認された。その一方で、地域生活に身近な商店街が衰退して

いることが挙げられ、このことが、ひいては市民の生活の利便の問題を超えて、

健康や福祉の問題にまで影響を広げるのではないか、とされた。 

● 史跡草津宿本陣などを例として、本市に「歴史的・文化的な魅力がある」ことが

示される一方、「観光資源が尐ない」「資源がネットワーク活用されていない」「全

国ブランドとなる特産品がない」ことや、「修学旅行生の宿泊施設がない」「観光

客対応の駐車スペースがない」など、人が行き交い滞在するまちとなっていない

ことが指摘された。 

● 三ッ池における施設整備に関しては、見学を踏まえた上で「都市景観の目指す方

向が見えにくい」などの指摘がなされて、規模に対して導入機能が多いので中途

半端な施設になるのではないか、民間企業を誘致する敷地も市の施設として利用

したほうが良かったのではないかなどといった意見が出された。 

● このほか、「高齢者の活躍の場がない」ことや、公共交通に関して「バスの料金が

高い」「本数が尐ない」などの意見が、また、「大規模なスポーツ施設がない」「子

どもが育つ環境づくりが必要だ」などといった意見が出された。 
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■第３部会 

● 本市の「人口増加による活気」や「駅前の開発が急に進んできている」現状に始

まり、道路問題とその背景である車社会、河川や鉄軌道によって南北あるいは東

西に分断された都市構造、今後の産業振興に至るまで、幅広い意見交換が行われ

た。 

● 特に産業の振興に関しては、大型商業施設等の整備によって「生活に必要なハー

ドが充実している」ことを認める一方で、商店街を含む中心市街地の今後のあり

方が話題の中心となったことから、JR 草津駅・南草津駅周辺や商店街を実際に歩

いて、その現状を確認した。 

● 商店街の課題として、「店舗の連続性がない」「観光資源が点在しておりネットワ

ークされていない」「消費者の交通手段が混在している」などにより、「生活者に

も観光客にも魅力が小さい」現状にあるという分析がなされて、「衰退した商店街

を活性化したい」という意見で一致した。 

● このほか、自然環境や立地を生かした産業誘致の必要性や、公共交通機関の不便

や、慢性的な交通渋滞など、市内交通環境に関した課題が出された。 
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■第４部会 

● コミュニティの現状を皮切りに意見交換が行われ、本市では人口が増加している

が、その一方で、新住民同士や新旧住民の間などでの交流が尐ない実態があり、

地域コミュニティの機能が弱まってきていることが指摘された。こうした中で、

新しい市民がそれぞれの地域コミュニティの一員となっていくためには、市民活

動が重要となるということが確認された。 

● 市民活動については、NPOのほか、南草津団地などでの活発な地域活動、公民館に

おける地域協働合校の取り組みなどの概況について確認した上で、市民センター

やまちづくりセンターなど市民活動の拠点の充実が必要なことや、その他の公共

施設についても市民が利用しやすくすべきことなどが挙げられた。 

● 立命館大学に在籍する約 1.8 万人の学生などがまちの活気を生んでいることを踏

まえて、大学や地域を巻き込んだ民間のネットワークの重要性、また、地域施設・

広報などを市民目線で有効活用すべきである、新しいリーダーの育成や市民活動

の広がりをつくっていくべきであるなどといった必要性が示された。 

● 多様な人々が市民活動に参画することが重要であり、そのためにも「市民と行政

の協働を進める必要がある」という意見に一致を見たところである。 
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（２）将来像について 

● 各部会において、部会の対象分野にとらわれることなく、まちの将来像を検討し、

草津市の将来像に関わるキーワードとして、「共生」「ライフスタイル」「変化への

柔軟な対応」などが挙げられた。 

● 「市民と行政による共生の仕組みづくり」が進むことによって、「さまざまな環境

（自然、働く場、暮らし、マイノリティ）の共生」が可能となるようなまちの将

来像が語られた。 

● 「10 年後、高齢者の暮らしやすいまち」を基本として現在の車社会を見直し「自

家用車に頼らないライフスタイル」を確立することや、「草津で働くライフスタイ

ル」「通勤するライフスタイル」など、人口増加や学生の転入といった現状を踏ま

えて、多様な人々のライフスタイルを大切にできるまちのありようが示された。 

● まちづくりのすべてを市民目線で考えることを通じ、学生ベンチャーの育成など

大学が立地する草津の特性を活かして「時代の風の循環に対応できるまち」とな

る、また、市民の「生活」と向き合う「生活視点・オーダーメイドのまち」とな

るなどの将来像が示された。 

 

 

【将来像】 

目指す将来像 選択されたカード WS での意見 

さまざまな環

境（自然、働く

場、暮らし、マ

イノリティ）の

共生 

豊かな自然環境が減りつつある 地球温暖化への対応 

環境問題に取り組む必要がある  

産業の振興をはかる必要がある  

駅前の開発が急に進んできている  

衰退した商店街を活性化したい 地域通貨などを検討できないか 

魅力のある公園の整備が必要だ  

生活に必要なハードが不足してい

る 
 

文化の違いと理解の難しさがある マイノリティグループも安心して暮らせる 

市民と行政に

よる共生の仕

組みづくり 

市民と行政との協働を進める必要

がある 

行政は財政面から市民はニーズから協働を考えるので

食い違いがある 

市民活動は重要だ 行政は市民活動に関する情報を提供してほしい 

多様な人々が市民活動に参画する

べきだ 

ボランティアに頼りすぎた活動には限界があり、行政

の支援が必要だ 
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目指す将来像 選択されたカード WS での意見 

変化に対応で

きる市民目線

のハード整備 

生活に必要なハードが不足してい

る 
目的、方向性、将来像から施設整備運営を考えよう 

生活に必要なハードが充実してい

る 
ランニングコストを大事に！10年先を考えて！！ 

生涯学習の制度や運用を充実する

必要がある 
ハコモノ凍結 

地域施設の有効活用が必要だ  

健康福祉教育文化スポーツ施設が

不足している 
 

魅力のある公園の整備が必要だ  

時代の風の循

環に対応でき

るまち 

産業の振興を図る必要がある 草津の特性を活かす（例：学生ベンチャー） 

交通環境が整備不足である 新陳代謝をせざるを得ない「風のまち」 

駅前の開発が急に進んできている ターニングポイントをつかめ 

人口増加による活気 「根無し草」だからこそ生き残れる 

まちの分断 今後は農の時代が来るかも 

衰退した商店街を活性化したい 
草津は風のまち新陳代謝のまち。時代の変化に対応で

きるまち。 

 時代の風を呼ぶまち。（課題の裾野も広がるけれど） 

 ハードからソフトへ（10年先の草津はどんなまち？） 

 骨を埋めるつもりで住み続けたい（働ける地域） 

 
帰ってこられるまちづくり（反対の事例：千里ニュー

タウン（いわゆる衛星都市）） 

 世代間同居を増やそう！ 

協働による生

活視点オーダ

ーメイドのま

ちづくり 

文化の違いと理解の難しさがある 
「生活の質」重視のまちづくり（関西圏における草津

の役割） 

多様な人々が市民活動に参加すべ

きだ 
市民の「生活」と向き合う（観光でも産業でもない） 

市民活動は重要だ 市民活動に対する意識の二面性融合の必要性 

市民と行政の協働を進める必要が

ある 

流動性の高い草津来る人を受け入れられるまちか？何

を残すのか？が問われる 

自家用車に頼

らないライフ

スタイル 

まちの分断 高齢者の移動手段 

交通環境が整備不足である 新交通システム 

 補助幹線の整備 

 東西方向の道路整備 

草津で働くラ

イフスタイ

ル・通勤するラ

イフスタイル 

職場と住まいが両立するまちづく

り  

産業の振興を図る必要がある  

子どもが育つ環境づくりが必要だ 年齢構成をバランスよく 

10 年後、高齢

者の暮らしや

すいまち 

衰退した商店街を活性化したい 商店街での車の扱い方を検討しよう 

 道路にも適正な幅が必要だ 

 魅力のある商品づくり 

 海外の超大手スーパーを誘致してみる 
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（３）取り組みについて 

 

■第１部会 

● 「現在残っている自然環境の保全」のため、関係分野の専門家との協働を通じて

地域資源を把握するため「自然環境保全計画の策定に向けた調査研究」が提案さ

れた。 

● 「市民一人ひとりができることを実践した環境保全活動」のため「環境美化啓発

活動」について話し合われ、特に子ども向けのプログラムが求められた。 

● 小規模な公園について、住民参加による整備や住民主体の運営など「住民参加の

公園づくり」についての提案がなされた。 

● 多文化共生社会づくりのため、「イベントにとどまらない、日常生活での理解」を

進めるため、「外国人の子どもの教育支援」「公共施設の表記の多言語化」などが

話し合われたほか、「外国人のための生活相談窓口の拡充」「広域での外国人への

生活情報の提供」などの提案がなされた。 

● 「大震災を想定した地域防災の取り組み」や「市民の防災意識づくり」について

意見交換がなされ、ボランティア活動との連携や広域連携の重要性、市民の自主

防災組織の強化などについて提案された。 

 

■第２部会 

● 子どもを始め、様々な世代が安心して過ごせるようなコミュニティ・スポットを

つくっていくため、公園の整備や、既存の施設（学校のグラウンドや旧草津川跡

地）の活用が提案された。 

● 幅広い世代による子どもの育成支援ネットワークの形成が必要であることから、

高齢期にある人の持つノウハウを活用し、「高齢者の社会参加の促進」ともなるよ

うな取り組みが必要であることが示された。 

● 高齢期を迎えた人や障害のある人が出かけやすいまちとしていくため、公共交通

機関など様々な機関が連携した外出支援の取り組みについての提案がなされた。 

● このほか、草津の地域資源をブランド化し、市民がその普及に協力していくこと、

文化ホールの活用などが話し合われた。 
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■第３部会 

● いずれの課題への取り組みにおいても、市全体としての戦略を立て、それをエリ

アごとに民間事業者や住民が主体的に検討することが重要であり、情報のハブで

ある行政が、需給のマッチングやルールづくりなどで、まちの動きを支えていく

役割を担うべきことが話し合われた。 

● 中心市街地（商店街）の活性化について意見が集中し、駐車場やアクセスの整備

などのハード的な対策に先んじて、商店街の顧客層を設定した「商店街のコンセ

プトづくり」や「商店街への動線計画」などによる活性化戦略を打ち立てること

が必要であることが示された。 

● 中心市街地（商店街）の活性化の取り組みは、民間がリードする形のまちづくり

組織づくりが担うべきことが示されて、土地利用の方針・規制やハード整備につ

いて行政がバックアップすべきとされた。 

● 空き店舗におけるチャレンジ・ショップや屋台村のようなイベントなど、実験的

な手法で市民の反応を探っていくことが提案された。 

● このほか、地産地消の促進において生産現場とレストランなどとの連携がポイン

トである、研究部門やハイテク企業の誘致が有望である、「歩いてくらせるまちづ

くり」に向けて行政主導でハード面等を整備する、などといった意見が出された。 

 

■第４部会 

● 新しい市民層との共生という視点が重要で、市民の新しいニーズ・課題の多様化

に対応できるよう、地域別のグループ育成からテーマ型（課題別）のコミュニテ

ィ・市民活動の育成へと施策転換を図っていくべきことが話し合われた。 

● 具体的な市民活動のサポートのため、まちづくりセンターやボランティアセンタ

ー等の中間支援機関の整備と機能強化を図る必要性が指摘された。中間支援機関

に対しては、市民活動の「仕掛け役」の役割が期待され、地域間の連携・協働、

様々な主体のネットワーク、広報などの取り組みにより、市民と行政を取り結ぶ

ことが重要であるとされたところである。 

● このほか、市民活動の場づくりに向けて、公共施設運営に民間活力を導入するな

ど、地域のアイデアや意見を反映する条件整備が必要といった意見が出された。 
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（４）次期総合計画への反映について 

当会議では、草津市の現況、課題、将来像、さらに課題を踏まえた取り組みについ

て、様々な意見交換を行ってきた。これら意見交換の成果が総合計画の内容に反映さ

れ、基本構想などの適切な項目において十分参酌されるとともに、次年度検討予定の

基本計画の素案作成に向けた基礎となるように願う。 
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資料 1 

 

■委員名簿 

 
氏   名 役職等 

 
 池田 奈美 公募委員 

 
 井上 美治 公募委員 

○  宇野 彰一 （株）高岡屋代表取締役 

  大久保 啓子 公募委員 

◎  大田 信光 南草津団地 ボランティア草の根会 代表 

 
 岡本 幸助 

特定非営利活動法人 

アイ・コラボレーション 理事長 

 
 小河 英明 立命館大学高大連携推進室 

 
 恩地 美和  オリーブ代表  

 
 河村 完 公募委員 

 
 澤 孝子 ＷＩＴＨ 代表 

 
 白井 けい子 子育て支援グループ はな・はな 

 
 銭本 紀洋 株式会社ライフルーツ 代表取締役CEO 

 
 高岡 實 琵琶湖ネット草津 代表（副会長） 

 
 谷 恵子 

地域サロン実践者 

（草津市認知症キャラバン・メイト） 

 
 田村 忠義 

株式会社 Ｍｉ-Ｏ  

スポーツ代表取締役社長 

 
 中島 紀昭 担い手農家代表 

 
 西川 由佳莉 

ボランティアサークル「Ｂｒｉｄｇｅ」 

立命館大学学生 

 
 畑 源 ノース・ウィンド・ジェネレイト・クラブ  

 
 廣畑 諭 パナソニック（株）ホームアプライアンス社 

 
 南 義彦 ホテルボストンプラザ草津 管理部長 

※◎会長 ○副会長                           敬称略、50 音順 
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■部会構成 

部会名 策定市民会議委員 市プロジェクトチーム 

 氏  名 所  属 氏   名 

１．安心・安全、

人権、環境 

  宇野 彰一  危機管理室  古川 郁子 

  恩地 美和   人権政策課  山本 陽一 

◎ 高岡 實  環境課  山際 喜一郎 

  西川 由佳莉  クリーン事業課  木村 博 

  畑 源  ロクハ浄水場  平尾 聡 

２．健康・福祉、

教育文化ス

ポーツ 

  岡本 幸助  社会福祉推進課  西 典子 

  澤 孝子  保育課  河合 裕明 

  白井 けい子  生涯学習スポーツ課  中立 輝 

  谷 恵子  文化財保護課  岩間 一水 

◎ 田村 忠義  学務課  岡村 美穂 

３．都市基盤 ○ 井上 美治  保険年金課  吉田 万里 

  大久保 啓子  公園緑地課  西村 新朗 

◎ 河村 完  道路課  福井 教之 

  中島 紀昭  建築住宅課  北相模 政和 

  南 義彦  建築住宅課  山岡 正明 

４．協働   池田 奈美  総務課  千代 治之 

  大田 信光  税務課  三浦 絵美 

◎ 小河 英明  予算調整課  安藤 智至 

  銭本 紀洋  まちづくり課  村木 孝信 

○ 廣畑 諭  議会事務局  錦織 明子 

※◎部会長  ○副部会長 
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■プロジェクトチーム会議名簿 

所  属 氏   名 

 危機管理室  古川 郁子 

 人権政策課  山本 陽一 

 環境課  山際 喜一郎 

 クリーン事業課  木村 博 

 ロクハ浄水場  平尾 聡 

 社会福祉推進課  西 典子 

 保育課  河合 裕明 

 生涯学習スポーツ課  中立 輝 

 文化財保護課  岩間 一水 

 学務課  岡村 美穂 

 保険年金課  吉田 万里 

 公園緑地課  西村 新朗 

 道路課  福井 教之 

 建築住宅課  北相模 政和 

 建築住宅課  山岡 正明 

 総務課  千代 治之 

 税務課  三浦 絵美 

 予算調整課  安藤 智至 

 まちづくり課  村木 孝信 

 議会事務局  錦織 明子 
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■会議開催の経緯 

回 開催日 概 要 

第１回 平成 20 年 
8 月 24 日
（日） 

○市長あいさつ 
○委員および職員自己紹介 
○第５次草津市総合計画策定方針について 
○草津市総合計画策定市民会議の進め方等について 
○代表、副代表の選出 
○部会の編成について 
○草津市の現況について 

第２回 9 月 7 日
（日） 

「“わがまち草津”を語り、草津のまちを見ましょう！」 
○グループワークの説明とアイスブレイク 
○自己紹介 
○“わがまち草津”について語りましょう 
○草津のまちを見に行く準備をしましょう 
○発表 

第３回 9 月 28 日
（日） 

まちを歩いて、よいところや課題を確認しよう 
○前回の作業の振り返りと第３回市民会議のプログラムの説
明 
○自己紹介 
○草津のまち歩き 
○まち歩きのまとめと各部会の部門別の意見の補充 
○発表 

第４回 10 月 5 日
（日） 

草津全体の課題をながめてみよう 
○前回までの作業の振り返りとグループワークの説明 
○“情報”を仕入れてみよう 
○各部会の意見のまとめ 
○発表 
○草津のまちについて、統合した意見を確認する 

第５回 10月 27日
（月） 

将来の草津のまちをイメージしよう 
○前回までの作業の振り返りとグループワークの説明 
○まちの課題の確認と将来像の検討 
○各グループの意見のまとめ 
○発表 
○まとめ 

第６回 11月 24日
（月） 

これからのまちづくりを考えてみよう① 
○前回までの作業の振り返りとグループワークの説明 
○草津のまちづくりの取り組みを検討する・第１弾 
○各グループの意見のまとめ 
○発表 
○まとめ 

第７回 12 月 8 日
（月） 

これからのまちづくりを考えてみよう② 
○前回までの作業の振り返りとグループワークの説明 
○草津のまちづくりの取り組みを検討する・第１弾 
○各部会の意見のまとめ 
○発表 
○まとめ 

第８回 平成 21 年 

1 月 28 日

（水） 

検討結果の取りまとめと構想への反映について 
○報告書案の確認 
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■グループワークのまとめ 

【現況】 

部会 
現況に関する内容 

大項目 小項目 付箋内容（括弧内は重複意見数） 
第１ 

部会 

人権意識が高い ○ 人権や環境に対して意識が高い人が多い 

○ 人権が守られている 

都市化と自然環境が程よく調和している ○ 農産地と市街地が近接している 

○ 緑と市街地がうまく分かれている 

○ 田園などと都市部の両方がほどよく存在し

ている 

○ 発展しすぎず、田舎すぎず住みやすい（2） 

○ 市街地と農村部が共存している 

自然・地形に恵まれている ○ 環境に恵まれている（4） 

○ 市街地と農村部が共存している 

○ 気候が良い 

○ 琵琶湖が近い 

○ 琵琶湖に接する長さが多い 

○ 琵琶湖岸に位置し景観が良い 

○ 緑、田園、湖に接し、広範囲な都市である 

○ 旧草津川の桜はよい 

公園の魅力・管理が良い ○ 南草津団地の公園の管理では、毎週１回草

むしりをしている 

○ ロクハ公園にはカブトムシの家がある 

○ ロクハ公園では、土の上を歩いたり緑をみ

たりしてほっとする。 

○ ロクハ公園は、遊具に頼らず、自然を活か

した公園で心がやすらぐ 

○ ロクハ公園は市民に愛されている 

○ ロクハ公園は、意外と利用者が多い 

○ ロクハ公園は、親子で遊べるのがよい 

○ ロクハ公園プールの人気が高い 

○ 博物館、水生植物公園以外にレジャーを楽

しむ人が意外と多い 

犯罪や安全性の確保への取り組みがある ○ 子どもの安心安全活動で、学生ボランティ

アと町内会が連携している 

○ 電球の取り替えを町内会で取り組むところ

もある 

○ 防犯活動で警察と協力して活動していると

ころがある 

○ 防犯の学生ボランティアが南草津駅周辺の

ゴミ拾いをしている 

第２ 

部会 

子どものための取り組みがある ○ 登下校の見守りの取り組みが進んでいる

（3） 

地域協働合校の成果がある ○ 地域協働合校が11年目に入り、特色が出て

いる 

歴史的・文化的な魅力が

ある 

歴史文化が豊かだ ○ 歴史文化の街 

○ 古い建物が結構ある。 

  草津宿本陣が魅力的だ ○ 東海道と中山道の交差する宿場町 

○ 草津宿本陣が魅力的 
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部会 
現況に関する内容 

大項目 小項目 付箋内容（括弧内は重複意見数） 

第３ 

部会 

人口増加による活気  ○ 人口増加（2） 

○ 人口増加したため（県内他市より）活気が

ある（5） 

○ 人口が多すぎる 

○ 人が多すぎない 

○ 人口が程よい状況にある 

○ 若さや先行きの可能性をもった町である 

JR南草津駅前の開発が

進んできている 

地価が安い ○ 大阪や京都と比べると地価が安く、住宅を

購入しやすい 

JR南草津駅周辺の活気

と開発（大学の影響） 

○ 南草津駅周辺が開発されてきた 

○ 店舗が駅前に集中して、目的が明確に達成

できる便利なまちだと思う 

○ 南草津駅前は活気がある。 

○ 南草津は若い町であり活気がある 

○ 南部地区に活力を感じる 

○ 大学があることで、開発が進んでいる（2） 

○ 若者が多く街に活気がある 

○ 立命館大学があり若者が多いので活気があ

る 

○ 学生が多い（BKC人口は１７，５００人、市

内１２９のマンションに８，０００人の学

生が住んでいる。しかし住民票を草津にも

っているのはそのうち３割）（バス・自転

車の軋轢も） 

生活に必要なハードが充

実している 

交通の便が良い ○ 草津は交通の要所だ（2） 

○ 大阪、京都への通勤圏（3）（そのため人口

増） 

○ 京阪神への（アクセスに）立地がよい 

○ 京都大阪に出かけやすい 

○ 通勤しやすい 

○ 交通の便が良い（5） 

○ 交通がある程度便利だ 

○ インフラ整備が進んでいる 

○ JR、道路などのアクセスが良い、JR、高速

道などの幹線がわりと便利 

○ 道路が整備されている 

○ 車で移動しやすい 

○ 滋賀県の中での位置が中心に近い 

○ 京阪神への利便性がよい（新快速の登場で

際立った。バブル期には終の住処として草

津を選ぶ人も） 

  買い物の便がいい ○ 買い物の便がいい 

○ 暮らしに必要な日常的な買い物ができるい

い街になっている。 

○ スーパー、店が多く、近いところで買える

（物価も安い）（3） 
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部会 
現況に関する内容 

大項目 小項目 付箋内容（括弧内は重複意見数） 

第３ 

部会 

（つづ

き） 

生活に必要なハードが充

実している（続き） 

大型商業施設の進出 ○ 大型商業施設の進出により生活が便利 

○ 大規模店舗の充実 

生活に便利で住みやす

い 

○ まちとして適当なサイズを有している 

○ 生活する環境（衣・食・住）が整っている 

○ 生活に便利で住みやすい（3） 

○ 清潔、ゴミが少ない 

生活インフラが整ってい

る 

○ 上下水道設備が整っていて良い 

○ 溝ぶたの段差が解消できている 

産業が盛ん 第一次産業が盛ん ○ 農業が盛ん 

○ 山田の草津メロンは、守山より安くて、お

いしいとも言われている。 

○ ホンモロコやアオバナに着目して振興策を

やっている。いずれも減反対策としてやっ

てきた。 

 産業上の立地がよい ○ 草津のいいところをあげて、それを生かす

ことが大切。例えば、交通の要衝であるこ

となど 

○ 大手メーカー工場が多い 

○ 新名神は、草津にとってプラスになった 

○ 湖南エリアは、まだ成長する可能性のある

地域 

○ 交通の要衝であることが利点。この強みが

どんな産業で生かせるか 

○ 例えば、10ｔ運んで、100万ではなく、億稼

げるような、付加価値の高さが必要。先端

産業などか。 

○ 交通の要衝を生かせるとよいが、一方で、

環境面からは、トラック輸送は見直しの方

向でもある。 

○ 企業進出には、労働力確保も指標になって

いる。その意味で、湖北や湖西より、湖南

は有利。 

第４ 

部会 

市民活動が盛ん ○ 市民活動をやっているとおもしろい人との

出会いがある 

○ 市民活動が盛ん（2） 

○ 地域活動が低迷している中で、テーマ型の

ボランティアが主流になってきた 

○ 小学校・中学校に地域協働合校がある（大

阪などにはない） 

○ ７０歳以上が引っ張ってきた南草津団地の

活動 

○ 南草津団地は町内会全体が高齢化する中

で、周辺町内会との交流（子育てサロン）

の場がある 
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部会 
現況に関する内容 

大項目 小項目 付箋内容（括弧内は重複意見数） 

第４部

会（つづ

き） 

公共施設・民間施設での取り組み ○ 老上公民館では「地域協働合校」の取り組

みが、幼稚園・小学校・中学校・公民館が

近くにあるので連携しやすい 

○ 老上公民館は「あいさつ通り」「わんぱく

プラザ」など活発 

○ 老上公民館の学区内は様々な自治会がある

ので、同質に議論するのは難しい 

○ 大学のグラウンドで少年野球チームの活動

（大学施設の活用） 

市民センター機能が充実している ○ 市民センター機能が充実している 

○ 市民センターの役割が大きい 

○ 老上公民館は、現在は市民センターとして

届出発行 

まちづくりセンターの運営協議会方式がよい ○ 運営協議会で市民と行政・財団が対等に話

し合う 

○ まちづくりセンター 利用者・所有者・管

理者との協働による運営協議会 

行政・議会の位置づけ 市議会の位置づけを明

確にしてほしい 

○ 市議会は議会としての機能を果たしている

のか？ 

○ 市の職員の数は減っているが、なぜ市議会

議員の数は減らせないのか？ 

行財政状況の安定 ○ 夕張のように破綻していない 
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【現況・課題についての意見のＫＪ図によるまとめ】 
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【課題・取り組み】 

※ 課題に対する取り組み提案にあっては、課題項目の増補や再構成が必然的に生じたため、施策提案に合わせた課題の再整理を行っている。 

○第１部会 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

人権意識の啓

発が必要だ 

   人権意識の啓

発が必要だ 

 人権意識の啓発 モニュメントによる

人権意識の啓発   ○      

平和のモニュメントで

啓発してはどうか 

文化の違いと

理解の難しさ

がある 

 外国からの転入者に

ゴミの分別の説明が

できない 

 文化の違いと

理解の難しさ

がある 

 イベントにとどまら

ない日常での理

解の推進 

外国人の子どもの

教育支援の推進 
 ○ ○    

小学

校 
 

ボランティアが教育委

員会と連携して、小学

校に出向き外国から

の子どもを支援する 

  アジアから来た人はと

けこんでいて気づきに

くい 

    公共施設の標記の

多言語化の推進 
  ○      

市役所の標記くらい

は多言語にする。ど

の言語をとりあげるの

か検討は必要だ 

  転入者だと気づかな

いことで理解できない

こともあるかも知れな

い 

    外国人のための生

活相談窓口の拡充 
  ○      

外国人相談窓口の頻

度を増す。転入者の

ための講習会を開催

する 

  夜に騒ぐなど、国によ

って文化の違いがあ

る 

    広域（県、湖南レベ

ル）での外国人へ

の生活情報の提供 
  ○ ○     

イベントにとどまらず、

行政と外国からの転

入者をつなぐルートを

つくるため、湖南など

の県レベルでの取り

組みを検討する 

 



資料 11 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

豊かな自然環

境が減りつつ

ある 

自然が減っ

ている 

割と自然が残ってい

るが、ドンドン減って

いる 

 豊かな自然環

境が減りつつ

ある 

自然が減って

いる 

自然と調和し

た開発が必要

だ 

現在残っている自

然環境の保全 

自然環境保全計画

の策定に向けた調

査研究 

  ○  ○    

開発地の中で保全可能

なもの、価値あるもの

（樹木など）のリストをつ

くり、市街化調整区域で

の大開発の抑制には具

体的にどんな施策が必

要か検討する 

  緑が尐ない（2）      

        

開発用地の３％を公

園用地にまわす、た

め池などの自然保護

にまわせないか 

  田園地域は１０年後

に住みやすいかを検

討する必要がある 

     

        

 

 自然と調和

した開発が

必要だ 

都市化と自然環境が

程よく調和しているの

で、これ以上開発しな

いでほしい 

     

        

 

環境問題に取

り組む必要が

ある 

ゴミ問題に

対する意識

が低い 

現在は処分できない

分は大阪湾に埋め立

てしているが、市民は

知らない 

 環境問題に取

り組む必要が

ある 

ゴミ問題、河

川浄化に対す

る意識が低い 

ゴミやリサイク

ル行政は充実

しているが市

民は知らない 

生活スタイル

や考え方が違

う 

市民ひとりひとり

ができることを実

践した環境保全

活動の推進 

環境美化啓発活動

の推進 

○ ○ ○      

一斉清掃の取り組み

をすすめる 

 



資料 12 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

環境問題に取

り組む必要が

ある（続き） 

ゴミ問題に

対する意識

が低い 

（続き） 

分別するとプラスチッ

クのゴミが多いが、再

生は難しい 

     

        

子どもへの啓発活動

が必要だ。親への波

及効果もある 

ゴミの投棄が多くなっ

ており、モラルが低下

している 

     

        

行政としては、清掃活

動に参加してきたが

ゴミは減ってきたので

効果はある 

自然も放置されてい

るとゴミのたまり場に

なるので管理が必要

だ 

     

        

草津の分別の説明書

はわかりやすいので

徹底してほしい 

粗大ゴミが多くなって

きた。テレビや自転車

など。デポジット制は

検討できないのか 

             生活スタイルやリサイ

クルに対する啓発活

動が必要だ 

草津川の草を堆肥に

してリサイクルしたい

が、廃棄物として処分

しなければいけない

のかわかりづらい 

              

河川浄化に

対する意識

が低い 

河川から琵琶湖への

水のサイクルを考える

人が尐ない 

              

農繁期になると河川

に油が浮く 

              

 



資料 13 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

環境問題に取

り組む必要が

ある（続き） 

ゴミやリサイ

クルの取り

組みは、行

政は充実し

ているが市

民は知らな

い 

ゴミ拾いのボランティ

アで、行政からは大

型ゴミなどは拾わない

でほしいと伝えられた

が、実際には行政は

場所を教えてほしいと

考えており、相互に正

確な情報が伝わらな

い 

              

河川の泥はセメントな

どにしてリサイクルし

ているが市民は知ら

ない 

              

生活スタイ

ルや考え方

が違う 

リサイクルのシステム

が充実すれば税金も

有用に使えるのに 

              

リサイクルに対する考

え方も市民によって違

う 

              

生活スタイルに対す

る考え方が新住民、

旧住民で異なる 

              

新住民には、煙や蛙

の鳴き声も公害になり

うる 

              

新住民は前に住んで

いたところ（都会）と同

じ行政サービスを期

待するが対応できな

い 

              

 



資料 14 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

環境問題に取

り組む必要が

ある（続き） 

生活スタイ

ルや考え方

が違う（続き） 

行政としては、旧来の

生活スタイルについて

指導するのは難しい 

              

魅力のある公

園の整備が必

要だ 

公園の整備

が不足して

いる 

中心地に公園、芝生

の広場がない、尐な

い（2） 

 魅力のある公

園の整備が必

要だ 

公園の整備が

不足している 

住民参加の公園

づくり 

住民参加による近

隣公園の整備促進 
○  ○      

住民参加で公園づくり

をすすめ、古い遊具

を取り替える費用を

自然の保護にまわす 

人が集うような、コミュ

ニティの中心となるよ

うな場所に公園がな

い 

    行政によるオープ

ンスペースの整備

推進 

  ○      

子どもが一人で行け

るような駄菓子屋が

尐ないので、老人会

で駄菓子屋を担って

もらい、たまり場的な

機能をもたせられな

いか 

      

        

大規模な公園は,公園

づくりの段階で自然を

残すような工夫をする 

公園の管理が悪い      

        

ロクハ公園に食事が

できるログハウス等

があればよい 

公園が放置されている               

公園の遊具が多すぎ

る 

              

ロクハ公園はイベント

が尐ない 

              

ロクハ公園は公園へ

のアクセスがすくない 

              

 



資料 15 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

魅力のある公

園の整備が必

要だ（続き） 

公園の整備

が不足して

いる（続き） 

ロクハ公園はアクセス

が不便である 

 魅力のある公

園の整備が必

要だ（続き） 

公園の整備が

不足している

（続き） 

           

ロクハ公園は子ども

だけでは遊べない 

            

ロクハ公園は交通の

便が悪く利用者が尐

ない 

            

安全な子供の遊び場

が尐ない 

            

住民主体の

公園の管理

が必要だ 

  住民主体の公

園管理が必要

だ 

住民参加の公園

づくり 

住民参加による公

園の維持管理の推

進 

○  ○     

 住民参加の公園づく

りで維持管理も住民

主体ですすめる。特

に行政がやりきれな

いところ、リサイクル

等、住民のアイデアを

行政が後押しする。 

災害が尐ない

が対策が必要

だ 

 災害は尐ないが対策

は必要だ 

 災害が尐ない

が、対策が必

要だ 

 大震災等を想定

した取り組み 

他都市との相互応

援体制の充実   ○     

 県内での防災協定を

検討する（備蓄など） 

      地域防災拠点の見

直し、整備 

  ○     

 防災拠点について

は、小学校でも収容

できるかわからないと

ころもあるので学区ご

との防災対策を見直

す必要が有る 

      防災総合訓練の実

施   ○    消防  

地域協働合校の防災

訓練でもっと具体的な

プログラムを提供 

 



資料 16 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

災害が尐ない

が対策が必要

だ（続き） 

      自主防災組織の充

実 

○        

防災のヘルメットなど

を自治会に配布する

制度があるが、住民

主体の防災組織づく

りをすすめる／炊き出

し等 

       
        

女性も男性も参加す

る防災訓練 

草津川跡地の

有効活用を検

討する必要が

ある（続き） 

草津川跡地

の活用が十

分でない 

草津川跡地が充分活

用できていない 

 草津川跡地の

有効活用を検

討する必要が

ある 

草津川跡地の

活用が十分で

ない 

草津川跡地を

多目的に活用

したい 

草津川跡地の総

合的利用の推進 

防災、公園、交通

等の多機能的な草

津川跡地の利用計

画の策定 
○  ○   ○   

桜などの憩いは残し

たい 

 旧草津川の取り扱い

が不明だが、災害時

に使える施設になら

ないか 

             草津川も市民主体で

使っていきたい 

 人通りが尐ない              草津川の利用をもっ

とすべき。 

 荒れた印象がある              ゾーン別の利用よりも

草津市全体としての

利用法を模索するべ

きだ 

 空き地を利用できて

いない 

             防災拠点＋道をセット

で整備できないか 

 街灯が尐ない               

 利用が決まっていなく

て管理が大変だ 

              

 



資料 17 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

草津川跡地の

有効活用を検

討する必要が

ある（続き） 

草津川跡地

を多目的に

活用したい 

               

犯罪や安全性

が不安だ （続

き） 

犯罪や安全

性が不安だ

（続き） 

物騒なことが多い  犯罪や安全性

が不安だ 

犯罪や安全性

が不安だ 

市民の防災意識

づくり 

住民、ボランティ

ア、行政、警察の

防災施策の連携強

化 

○ ○ ○    警察  

ボランティア活動に対

する地域の理解がな

いと、活動自体があ

やしまれる。ボランテ

ィアが統計を取って防

犯マップを作り、行政

や警察に情報提供、

学区のイベントで住民

に情報提供 

  犯罪が多い      

        

子供の見守り活動の

ための商店とか高齢

者が集う場所がある

といいと思う 

  重大犯罪が尐ない               

  軽微な犯罪は多い               

  自転車の盗難などの

犯罪が増えつつある 

              

  治安が不安               

  子供だけで安心して

遊べる場所がない 

              

  大型商業施設に子ど

もが遊びにいった場

合、周囲の大人の目

が行き届かないため

のトラブルが心配 

              



資料 18 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 

行政 民間 専門家 大学 その他 備考 付箋内容 

犯罪や安全性

が不安だ （続

き） 

犯罪や安全

性が不安だ

（続き） 

大学生の路上駐車へ

の対応で住民の理解

が難しいところもある 

              

 

 

○第 2 部会 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

子どもが育つ

環境づくりが

必要だ 

子どもが育

つ環境が整

っていない 

まちに子どもがいな

い。 

 子どもが育つ

環境づくりが

必要だ 

子どもが育つ

環境が整って

いない 

子供の遊び場の

拡充 

既存の地域設備を活

用した身近で安全な

遊び場の整備 ○ ○       

地域住民（自治会や

クラブなど）が所有す

るグランドゴルフ場を

子どもの遊び場として

開放する 

  昔の駄菓子屋のよう

な、子供の友達づくり

ができる場が尐ない 

     

○ ○ ○    
小学

校 
 

土のにおいが感じら

れるような、芝生のあ

る所は人が集まるの

で、学校のグラウンド

を芝生にして開放す

る。芝は日本サッカー

協会が無料で配布。

芝の管理は地域の高

齢者が担う。市民が

芝生基金をつくる。志

ある人の土地に自動

販売機を置かせても

らい、自動販売機の

売上げを、芝生の維

持管理に活用する。 

 



資料 19 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

子どもが育つ

環境づくりが

必要だ（続き） 

子どもが育

つ環境が整

っていない

（続き） 

児童館、児童センター

がない（無料で自由

に遊びに行けるとこ

ろ）（2） 

 子どもが育つ

環境づくりが

必要だ（続き） 

子どもが育つ

環境が整って

いない（続き） 

子供の遊び場の

拡充（続き） 

草津駅前および旧草

津川跡地の公園整備 

  ○      

市が、皇居の公園の

ような、様々な世代が

集えるコミュニティス

ポットを駅前や旧草

津川跡地につくる 

  私立幼稚園が草津駅

周辺に集まっている

ため、その他の地域

の人が通いにくい 

     

        

 

  幼稚園の入園に制限

がある 

     
        

 

  公立の幼稚園は 3 年

保育をしていないた

め、私立に人気が集

中する 

     

        

 

 母親を支援

する場が必

要だ 

子育て中の人が集ま

る場所が尐ない（3） 

  母親を支援す

る場が必要だ 

子育て中の親へ

の支援の推進 

幅広い世代による子

育て支援ネットワーク

の整備推進 ○ ○ ○      

老人会の集まりに子

育て世代を誘い、世

代間交流を楽しむ。

その際、参加しやす

い工夫をする。 

  特に 0 歳児のお母さ

んは孤独に陥りやす

く、支援が必要 

    子育てを支援する高

齢者ボランティアの育

成と相談ダイヤルの

設置 

 ○ ○      

高齢者が子育て相談

ダイヤルを担う 

 



資料 20 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

子どもが育つ

環境づくりが

必要だ（続き） 

母親を支援

する場が必

要だ（続き） 

子どもが育つ環境が

整っていない（続き） 

  母親を支援す

る場が必要だ

（続き） 

子育て中の親へ

の支援の推進（続

き） 

公共施設における子

育て支援機能の充実 

○ ○ ○    
公共

施設 
 

市が既存施設のフリ

ースペースなどを開

放して絵本やおもち

ゃを配置し、市民が

運営する。（まちづくり

センターのふらっとサ

ロン、各市民センタ

ー、なごみの郷など） 

生涯学習の制

度や運用を充

実する必要が

ある 

生涯学習の

内容や運営

に課題があ

る 

社会教育関連団体が

多様化しているが、世

代交代ができておら

ず、同じ人が担うケー

スが多い 

 生涯学習の制

度や運用を充

実する必要が

ある 

生涯学習の内

容や運営に課

題がある 

生涯学習関連情

報の集積、発信 

生涯学習情報検索シ

ステムの整備 

○ ○ ○ ○  ○   

学生や退職シニア、コミ

ュニティ FM などが既存

のサイトなどをつなぐ情

報媒体を作成する。広

告料で運営し、掲示板

機能などを用いて、利用

者側の声を共有できる

ようにする。（携帯電話

での利用者が多いの

で、緊急時の連絡用に

活用できる） 

  社会福祉団体も多様

化し横のつながりが

ない 

     

        

 

  生涯学習関連の情報

が分散し、検索しづら

い 

     

        

 

文化的な魅力

が不足してい

る 

都市景観の

目指す方向

が見えにく

い 

町の景観が、あまり

良くない 

 文化的な魅力

が不足してい

る 

 

都市景観の目

指す方向が見

えにくい 

調和のとれた都

市景観の創出 

未利用地の総合的な

計画策定 
○ ○ ○ ○ ○    

三ツ池の残りの 2 つ

の池は憩いの場とし

て活用できないか？

(2) 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

都市景観の

目指す方向

が見えにく

い（続き） 

都市景観の目指す方

向が見えにくい 

 文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

都市景観の目

指す方向が見

えにくい（続き） 

調和のとれた都

市景観の創出（続

き） 

 

        

三ツ池はせっかくだ

から全土地を市の建

築物にすればいいの

に 

  四季を感じるものが

ない。 

     

        

三ツ池は中心部に近

く、便利な場所にあ

り、広いので計画的

な利用が必要だ 

  花がない。      

        

三ツ池は埋立地と住

宅が隣接していること

に留意した計画が必

要だ 

  烏丸半島の空き地利

用は？（３） 

     
        

 

  風車はシンボルにな

っているか？ 

     
        

 

  烏丸半島の施設計画

は集客が難しいので

は？ 

     

        

 

  烏丸半島の施設計画

は使用用途・目的を

明確にしないと不安、

もったいない 

     

        

 

  烏丸半島の施設計画は

中途半端にならない利

用計画をたててほしい 

     

        

 

  三ツ池はサッカー場

の芝が天然の場合、

年に 50回程度しか使

えない 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

都市景観の

目指す方向

が見えにく

い（続き） 

三ツ池は施設の内容

が盛り込みすぎでは

ないか 

 文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

都市景観の目

指す方向が見

えにくい（続き） 

調和のとれた都

市景観の創出（続

き） 

 

        

 

  三ツ池は企業売却部

分の内容が共存でき

るものか 

     

        

 

 文化芸術の

発信・交流

拠点が尐な

い 

映画館がない   文化芸術の発

信・交流拠点

がない 

草津オリジナルの

文化芸術の発信 

文化ホールを活用し

た市民文化の振興 
○ ○ ○    

公共

施設 
 

文化ホールが自主事

業の充実をはかる 

  大きな市民ホールが

ない 

   文化財の蓄積・発

信 

文化財に身近に触れ

ることのできる機会の

創出 
○  ○      

文化財保護課が文化

財を身近なところで見

られるように、学校の

文化祭や、地下道の

壁、草津川のトンネル

などを見せていく 

  文化芸術の発信・交

流拠点が尐ない 

     
        

 

  市の文化施設がない

（ホール） 

     
        

 

  「歴史・文化行政が近

隣市町より弱い」と言

われる 

     

        

 

  文化施設が尐ない               

 オリジナル

な魅力が不

足している 

歩いて魅力のある街

にする必要がある 

  オリジナルな

魅力が不足し

ている 

観光資源が尐

ない 

観光施設の開発 烏丸地区における観

光関連施設の整備お

よび観光関連機関の

連携 

  ○ ○     

琵琶湖博物館・水生

植物公園に隣接し

て、空き地になってい

る場所に動物園をつ

くる 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 
専門
家 

大学 
その
他 

備考 付箋内容 

文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

オリジナル

な魅力が不

足している

（続き） 

商店街、文化ゾーンも

含めて、何の興味も

ない街になっている。 

 文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

オリジナルな

魅力が不足し

ている 

観光資源が尐

ない（続き） 

観光施設の開発

（続き） 

烏丸地区における観

光関連施設の整備お

よび観光関連機関の

連携（続き） 
  ○ ○     

市が烏丸半島の空き

地にサッカースタジア

ムを設置し、宿泊施

設とサッカー場が共

同で市内の宿泊施設

から無料バスを出す 

  人を呼び込む魅力が

ない 

     

  ○ ○     

市が烏丸半島の空き

地にサッカースタジア

ムを設置し、サッカー

場と市が共同で雄琴

温泉の宿泊客を、道

路の混雑防止のため

に対岸から船で輸送

する 

  買い物に京都、大阪

に行ってしまう 

   修学旅行の勧誘 琵琶湖の体験学習プ

ログラムの開発と提

供 
 ○ ○ ○ ○    

琵琶湖バス釣り体験

など、琵琶湖を核とし

た体験プログラムを

作成する 

  郷土料理がない？    草津の特産物・イ

ベントの開発 

特産品の普及促進 

   ○     

特産品の開発者が営

業を図り、草津出身

の有名人にテレビな

どで宣伝してもらう 

  全国的に有名なお土

産がない 

    特産品の普及促進 

○   ○     

地元の人が名物・お

土産を一度は食べて

みて、積極的に活用

する。そのため、喫茶

店のメニューで扱うな

どして、身近なところ

で食べられるようにす

る 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

オリジナル

な魅力が不

足している

（続き） 

町のターゲットがどん

な人なのか見えない 

 文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

オリジナルな

魅力が不足し

ている 

観光資源が尐

ない（続き） 

草津の特産物・イ

ベントの開発（続

き） 

”水の草津”の関連観

光資源の開発と普及

促進 
  ○ ○     

”お湯の草津（群馬

県）”に対抗して、”水

の草津”でブランド化

する 

  草津といえば・・・とい

うシンボル、核、ブラ

ンドがない（5） 

   

  ○ ○     

守山市に続いて、ホ

タルを核としたブラン

ド化を進める 

  地味なイメージ（大阪

から見ると大津以北

はよくわからない） 

   環境をテーマにしたイ

ベントの誘致 ○  ○ ○     

ソーラーカー、エコカ

ーなどのレースをブラ

ンド化する 

  誇れるものがない     観光資源の開発促進 

○  ○ ○     

祭りをよさこいソーラ

ン祭りのようにおもし

ろく参加意欲が湧くよ

うにする 

  群馬の草津と間違わ

れる（2） 

     

        

シネマハウスの利活

用。部屋の貸し出し、

その他が考えられる 

  花火大会がない      
        

酒蔵、太田道灌をも

っと活かす。 

  おいしいそば屋がな

い 

     

        

草津宿へは、歴史を

キーワードとして関連

付け、他地域より誘

致する（たとえば京都

から） 

 観光資源が

尐ない 

観光資源が尐ない 

活かせていない（2） 

     
        

宿場の景観を統一で

きれば美しい 

  歴史文化の観光に力

が入っているとは思

えない。 

     

        

本陣の前のホールは

楽しみ、文化の色が

出てほしい。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

観光資源が

尐ない （ 続

き） 

修学旅行生が琵琶湖

博物館などに来たと

しても、宿泊施設がな

い 

 文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

オリジナルな

魅力が不足し

ている 

観光資源が尐

ない（続き） 

草津の特産物・イ

ベントの開発（続

き） 

観光資源の開発促進

（続き） 
        

 

  観光客にとって草津

は狭間の時間（メイン

は京都など） 

    

        

 

  草津宿本陣の近隣に

観光客が立ち寄るよ

うなところ（観光名

所、土産物屋など）が

ない 

     

        

 

  烏丸半島、草津宿本

陣など観光地が点在

している。どうしても

車での移動観光にな

る 

     

        

 

  観光客の動線が悪

い。もう尐し歩いてみ

たいと思えない。 

     

        

 

  良い所が点々とある

のに本陣くらいまでで

止まってしまう。 

     

        

 

  本陣周辺は地区計画

ができていなかった

街。特にでこぼこの軒

先。 

     

        

 

  草津宿街道交流館の

利用者が日曜日なの

に尐ない。むしろ皆

無。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

観光資源が

尐ない （ 続

き） 

本陣周辺に歩くと一

息つける場所がほし

い。ベンチなど。 

 文化的な魅力

が不足してい

る（続き） 

オリジナルな

魅力が不足し

ている 

観光資源が尐

ない（続き） 

草津の特産物・イ

ベントの開発（続

き） 

観光資源の開発促進

（続き）         

 

  本陣周辺は店舗の跡

地が小さな駐車場と

なっている。月極めが

多く観光客は使えな

い。 

    

        

 

  本陣周辺には公共ス

ペースがない。 

     
        

 

  本陣の標識が「東海

道」ではわかりにく

い。 

     

        

 

  旧東海道の目印がわ

かりにくい。 

     
        

 

健康・福祉、

教育文化、ス

ポーツ施設が

不足している 

大規模スポ

ーツ施設が

不足してい

る 

大規模なスポーツ施

設（1 万席以上）がな

い（J リーグを目指す

草津のチームがある

が、大会は他市での

開催が多い。草津市

に施設が誘致できれ

ば、経済効果は大き

い） 

 健康・福祉、

教育文化、ス

ポーツ施設が

不足している 

大規模スポー

ツ施設が不足

している 

スポーツ施設の

充実 

スポーツ施設の整備

推進 

  ○ ○     

水資源開発公団から

市が土地を購入し烏

丸半島にサッカー場

をつくる 

  ゴルフ場がない               

 高齢者の活

躍の場が尐

ない 

どこの施設でも年配

の人の姿を見かけな

い。出かけられる場

所が必要 

  高齢者・障害

者の場が尐な

い 

高齢者の社会参

加の促進 

高齢者の働く場の開

発 

○ ○ ○ ○     

老人クラブが高齢者の

仕事の場をつくり（駄菓

子屋など）、勤めていた

ときのノウハウや情報な

どを活用する 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

健康・福祉、

教育文化、ス

ポーツ施設が

不足している

（続き） 

高齢者の活

躍の場が尐

ない（続き） 

高齢者のパワーを発

揮する場所がない 

 健康・福祉、

教育文化、ス

ポーツ施設が

不足している

（続き） 

高齢者・障害

者の場が尐な

い（続き） 

高齢者の社会参

加の促進（続き） 

駅前や旧草津川跡地

における市民農園の

整備 
 ○ ○ ○     

駅前マンション周辺

や旧草津川跡地にレ

ンタルの市民農園を

設置する 

 退職した人（特に男

性）が活動し始めづら

い 

  幅広い世代による子

どもの育成支援ネット

ワークの形成促進 

○ ○ ○      

子どもの放課後活動

など、育成支援に関

わる 

  今の高齢者は受身な

感じ。プログラムを用

意してもらえるところ

に出かけることが多

い 

 高齢者・障害者の

生活支援の促進 

公共交通機関を活用

した外出支援 

  ○ ○     

市がコミュニティバス

を走らせる。または民

間バスの乗車補助券

を高齢者に発行する 

    

     ○     

商店街がバスの乗車

補助券を高齢者に発

行する 

    

    ○ ○     

タクシー会社と草津

市が乗り合いタクシ

ーを実施する 

    

 
生活道路の体系的な

整備の促進 
  ○      

草津市が歩道と車道

の段差をなくして歩き

やすくする 

 医療体制の

充実が必要

だ 

ホームドクターの休日

診療制度を充実して

ほしい（小児科に集中

している） 

 医療体制の充

実が必要 

公共の病院が

ない 

医療体制の充実 地域医療体制の整備 

   ○     

各病院が医師会の協

力により休日・24 時

間診療を増やす 

  休日診療救急センタ

ーは専門の医師が尐

ない 

  

          

烏丸半島の施設を病

院や老人施設を含む

総合コミュニティゾー

ンにできないか 

 



資料 28 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

健康・福祉、

教育文化、ス

ポーツ施設が

不足している

（続き） 

公共の病院

がない 

公立の医療機関がな

い（他市にはあるの

に、市民にとってどう

か）⇔（逆に、民間で

成り立つのならばな

い方がよいのでは？） 

 健康・福祉、

教育文化、ス

ポーツ施設が

不足している

（続き） 

医療体制の充

実が必要 

公共の病院が

ない（続き） 

医療体制の充実

（続き） 

地域医療体制の整備

（続き） 

         

  公共の病院がない               

 

 

 

○第３部会 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 
専門
家 

大学 
その
他 

備考 付箋内容 

駅前の開発が

急にすすんで

きている 

中心部にマ

ンシ ョ ンが

多い 

駅前にマンションがは

りつぎ過ぎ 

 駅前の開発が

急にすすんで

きている 

中心部にマン

ションが多い 

開発が中途半

端 

中心市街地の活

性化に向けた明

確な土地利用の

指針づくり 

土地利用のルールの

確立 

○  ○ ○    ☆ 

土地利用の方向性を

明確化させる（土地利

用のルールをはっき

りさせていく、ルール

づくりの確立など） 

  中心部は商業地なの

にマンションが多すぎ

る 

    地区の特長を活かし

た土地利用計画の策

定 
○  ○ ○    ☆ 

まちやエリアごとに特

徴があるので、それを

活かした計画をたて

る 

※「☆」は住民、行政、民間によるまちづくり NPOを表す。 



資料 29 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

駅前の開発が

急にすすんで

きている（続き） 

中心部にマ

ンシ ョ ンが

多い（続き） 

住宅供給過剰（学生

マンション・企業マン

ション、バブルの様相

を呈している）（2） 

 駅前の開発が

急にすすんで

きている （ 続

き） 

中心部にマン

ションが多い 

開発が中途半

端（続き） 

中心市街地の活

性化に向けた明

確な土地利用の

指針づくり（続き） 

産業の活力を活かす

ための、土地利用の

規制緩和の推進 

○  ○ ○    ☆ 

産業立地のための用

途を柔軟に対応する

ようにする（工場にも

いろいろあり、周辺に

悪影響を与えないクリ

ーンな工場なら、活性

化に寄与する） 

  駅前がマンションだけ

というのは、将来問題

になる。 

    大規模商業施設の再

生施策の推進 
  ○ ○    ☆ 

大型店の再生を行う 

  マンション乱立地域に

緑が尐ない。緑が尐

ないマンションは、将

来的に価値が下がる

可能性がある。 

    中心市街地活性化に

向けた道路整備の推

進   ○ ○    ☆ 

中心市街地の道路の

整備を行う 

 開発が中途

半端 

開発には、先をみた

土地利用のコントロー

ルが必要 

    中心市街地活性化に

向けた駐車場の整備 
○  ○ ○    ☆ 

駐車場の整備を行う 

  （開発が）何事も中途

半端 

   中心市街地の活

性化に向けた組

織づくり 

まちづくり推進のため

の住民、企業、行政

が参加する組織形成 ○  ○ ○    ★ 

草津まちづくり委員

会、または、さらに強

力な「まちづくり会社」

を組織する（住民・民

間主体） 

※「☆」は住民、行政、民間によるまちづくり NPO、「★」はまちづくり NPO（行政は支援）を表す。 

 



資料 30 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

駅前の開発が

急にすすんで

きている（続き） 

開発が中途

半端（続き） 

旧草津川が都市を分

断している 

 駅前の開発が

急にすすんで

きている （ 続

き） 

中心部にマン

ションが多い 

開発が中途半

端（続き） 

中心市街地の活

性化に向けた組

織づくり（続き） 

まちづくり推進のため

の、住民と事業者間

での合意形成の推進 ○  ○ ○    ☆ 

事業者と居住者の合

意形成をすすめる 

  東西が旧草津川、南

北が JRで分断されて

いる 

    まちづくり組織形成の

誘導施策の推進 
  ○      

行政が、組織づくりの

誘導（資金補助や条

例制定などを含めて）

を行う 

  南と北の状況が異な

ることに注目すること

も必要だが、最終的

にはそれらをつない

でいくことを考えるこ

とになるだろう 

     

        

 

  急激な人口の増加に

よる旧野路町の分断

（2） 

     

        

 

交通環境が整

備不足である 

公共交通整

備の不足 

車等がないと生活が

不便だ 

 交通環境が整

備不足である 

公共交通整備

の不足 

歩いて暮らせるま

ちづくりの推進 

市民参加による公共

交通機関の充実 ○  ○      

 

  車以外での交通手段

がない 

     
        

 

  市街地以外では車な

しでは生活できない 

     
        

 

  交通（公共の）が不便

だ 

     
        

 

  南草津駅に新快速が

止まらない 

     
        

 

  路線バスの運賃が高い               

※「☆」は住民、行政、民間によるまちづくり NPOを表す。



資料 31 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

交通環境が整

備不足である

（続き） 

公共交通整

備 の 不 足

（続き） 

バスが尐ない（立命

館大学よりも先へ行く

とバスがとても尐な

い） 

 交通環境が整

備不足である

（続き） 

公共交通整備

の不足（続き） 

歩いて暮らせるま

ちづくりの推進（続

き） 

市民参加による公共

交通機関の充実（続

き） 
        

 

  商店街を循環するよ

うな無料バスがない 

     
        

 

  バスが高い、尐ない

（観光スポットをめぐ

る場合に、たとえば草

津宿から琵琶湖博物

館へバスで行こうとし

たら、アクセスが悪く

本数も尐なく料金が

高い） 

     

        

 

 道路整備の

不足 

渋滞が多い   道路整備の不

足 

キャパシティに見

合った交通体系と

基盤整備 

歩行者に優しい道路

整備の推進 
  ○      

行政が、わかりやす

い町にするために、

サインを設置する（か

わいい地図など） 

  主要幹線・道路が集

中している 

     
  ○      

行政が、歩道や自転

車道の整備を行う 

  道路が混んでいる

（国道 1号） 

    新交通システム整備 

  ○      

行政が、新交通シス

テムの整備を行う（コ

ンパクトシティを将来

像として） 

  中心市街地への道路

アクセスが悪い。ま

た、駐車場が尐ない。 

     

        

歩行者の目線にたっ

たまちづくりとしては、

市街地のリニューア

ル 

 



資料 32 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

交通環境が整

備不足である

（続き） 

道路整備の

不足（続き） 

道路の渋滞・年々悪

化している（特に南北

の道路が詰まる） 

 交通環境が整

備不足である

（続き） 

道路整備の不

足（続き） 

キャパシティに見

合った交通体系と

基盤整備（続き） 

 

        

 

  道路インフラが追い

ついていない（抜本的

解決には車そのもの

を減らす必要がある） 

    

        

 

  道路が狭い（4）              

  道路が複雑               

  道路が混む               

  国道 1 号のアクセス

が混む。 

     
        

 

  草津川により交通の

便が悪くなっている 

     
        

 

  三つ池周辺の道路は

混雑している 

     
        

 

  生活道路の整備が十

分でない 

     
        

 

  歩道が狭い（そのた

め自転車と歩行者が

一緒）（2） 

     

        

 

  歩道、車道の段差が

危ない 

     
        

 

  歩道の真ん中の電柱

は再検討する必要が

ある（トンネルの出口

など） 

     

        

 

  交差点の信号間隔が

短いので、渋滞する。

人も渡りにくい。 

     

        

 



資料 33 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

交通環境が整

備不足である

（続き） 

道路整備の

不足（続き 

サインが分かりにく

い。 

 交通環境が整

備不足である

（続き） 

道路整備の不

足（続き） 

キャパシティに見

合った交通体系と

基盤整備（続き） 

 
        

 

自転車置き場がバラ

バラで使いづらい 

   
        

 

 通過交通しかない              

 住宅街の通り抜けが

多い 

     
        

 

 草津駅前（道がごちゃ

ごちゃしている・かつ

ては開かずの踏み切

り） 

     

        

 

 駐車場がない               

 駐車場が狭い               

 交通マナー

が悪い 

交通マナーが悪い   交通マナーが

悪い 

交通マナーの向

上施策の推進 

交通マナーについて

の意識啓発の推進 
○  ○ ○     

 

 道路にゴミをよく捨て

られる 

     
        

 

 駅周辺等路上駐車が

多い 

     
        

 

 烏丸の民活予定地付

近の路上駐車が多い

(2) 

     

        

 

 駅前ロータリー駐車

の車が多い 

     
        

 

  学生の交通マナーが悪

い（学生だけでひとつの

まちの規模を持っている

のだから、いい人も悪い

人もいて当然といえば

当然である） 

     

        

 



資料 34 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

生活に必要な

施設が不足し

ている 

ゴミ処理場

が不十分 

ゴミ処理場が不十分  生活に必要な

施設が不足し

ている 

生活に必要な

施設が不足し

ている 

生活利便施設の

整備 

生活利便施設の整備

の推進 
  ○      

 

集会所施設

が未整備で

ある 

南草津団地集会所の

入り口にスロープが

ないため高齢者が利

用しにくい 

 

        

 

産業の振興を

図る必要があ

る 

第一次産業

の振興が必

要だ 

草津のよい環境を生

かしきれていない 

 産業の振興を

図る必要があ

る 

第一次産業の

振興が必要だ 

地産地消の推進 地産地消ショップの設

置、運営 
   ○   

JA

草津 
 

地元産の農産物を、

草津の人が買いやす

い、便利なところで販

売する 

農業自身が利益を出

す構造が必要だ 

   草津のブランドづ

くり 

草津ブランド創出プロ

ジェクトの推進 

   ○     

草津産の野菜は、今

は「京野菜」になって

しまっている一方、

「滋賀県産」という表

意には効果が認めら

れるので、ブランド化

が必要である 

米は農家の規模がま

ちまちなので、どこが

取組むのかが難しい 

    農家の取り組み体制

の推進    ○     

農家の組織化を行う 

     農家とサービス業と

の連携強化 

   ○     

ホテルのレストランで

滋賀県産が好評なよ

うに、消費者に一番

近いレストランの協力

によりブランド化を進

める 

      

   ○     

ホテルのレストランで

生産者の顔が見える

ようにする 

 



資料 35 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 
専門
家 

大学 
その
他 

備考 付箋内容 

産業の振興を

図る必要があ

る（続き） 

第一次産業

の振興が必

要だ（続き） 

  産業の振興を

図る必要があ

る（続き） 

第一次産業の

振興が必要だ

（続き） 

草津のブランドづ

くり（続き） 

農家とサービス業と

の連携強化（続き）   ○      

行政が、農家とレスト

ランのマッチングなど

コーディネートを行う 

       ブランド化のための

情報戦略   ○      

行政が、情報のやり

とりを行う 

      情報発信と理解

の促進 

体験学習プログラム

の整備 
○  ○ ○     

漁業体験なども可能

ではないか。 

     産業振興のた

めにさまざま

な方法をため

すことが大切

だ 

計画的な土地

利用による産

業育成が必要

だ 

草津の特色に基

づいた誘致戦略 

企業誘致戦略 

  ○      

企業に草津をアピー

ルするポイントを明確

にする（交通、産学連

携の PR、研究部門を

ターゲットに） 

       

        

すべての産業におい

て他都市の成功事例

を参考に！ 

       

        

がんばった人は儲け

ていい。成功事例、成

功体験をひとつでも

多くつくっていくことが

大事。 

        
        

中国や韓国の企業を

誘致するのもひとつ。 

        

        

草津市では、ベンチャ

ー支援も結構やって

いる 

 



資料 36 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

産業の振興を

図る必要があ

る（続き） 

計画的な土

地利用によ

る産業育成

が必要だ 

草津は製造業用の新

たな土地は尐ない 

 産業の振興を

図る必要があ

る（続き） 

産業振興のた

めにさまざま

な方法をため

すことが大切

だ 

計画的な土地

利用による産

業育成が必要

だ（続き） 

行政による産官

学の連携推進 

産官学連携推進にお

ける情報戦略の策定 
  ○      

行政が、企業への

PR、情報の受発信を

行う 

  現在の企業は弱電が

多い。不況だと同じよ

うに業績が下がる危

険がある。業種が偏

っていることは弱み 

   産官学連携推進体制

の構築 

  ○      

産官学の協力体制の

構築を行う 

       

        

大学があることはプラ

ス。大学と連携を強

めて、ベンチャー支援

などを進めるべき 

      適正な産業施設

の配置 

産業施設の整備計画

の策定 

○  ○ ○ ○    

工場を立地させる時

のマップ、計画性のあ

る土地利用をどうする

か、考える必要があ

る。 

        

        

土地が尐なくてもよ

い。生産性の高い、

高付加価値の産業育

成が必要。 

職場と住まい

が両立するま

ちづくりが必

要だ 

   職場と住まい

が両立するま

ちづくりが必

要だ 

 調和のとれた仕

事・生活空間の整

備促進 

生活に身近な職場環

境の創出 
  ○ ○     

職場がコミュニティス

ポットの真ん中にある

とよい 

 



資料 37 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

衰退した商店

街を活性化し

たい 

商店街が衰

退している 

商店街が細分化され

過ぎ 

 衰退した商店

街を活性化し

たい 

商店街が衰退

している 

商店街活性化

の戦略をたて

る必要がある 

郊外大型店と

の競争が難し

い 

 

空き店舗活用の

推進 

チャレンジショップ施

策の推進 

   ○     

商店としてやってみた

いプランを募集し、1

ヶ月など短い期間、

応募者が実際に店を

やってみる（チャレン

ジショップ） 

  旧市内に活力がない   商店街への動線

の整備促進（ハー

ド対策） 

賑わい創出のための

建築規制条例   ○ ○     

マンションが商店街に

貼り付きすぎなのを

解消する 

  商店街が寂しい（3）     アメニティ創出のため

の緑化推進条例、緑

化推進助成金   ○ ○     

緑が尐ないのを解消

する 

  商店街の後継者がい

ない 

    賑わい創出のための

交通計画の策定   ○ ○     

歩いて暮らせるまちを

目指す 

  商店街はシャッター

通り。ポテンシャルは

ある。行政の力だけ

では何ともならない。

地域通貨も肝心の商

店が盛り上がらなか

った 

    賑わい創出のための

土地利用計画の策定 

  ○ ○     

商店街にオフィスエリ

アを作る（商店街の一

筋裏にオフィスを設け

る） 

  シャッターが閉まって

いて寂しい(2) 

    商店街へのアクセス

整備   ○      

旧草津川の平地化に

よりアクセスを整備す

る 

 



資料 38 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

衰退した商店

街を活性化し

たい（続き） 

商店街が衰

退している 

（続き） 

  衰退した商店

街を活性化し

たい（続き） 

商店街が衰退

している 

商店街活性化

の戦略をたて

る必要がある 

郊外大型店と

の競争が難し

い（続き） 

 

  

        

商業地域について

は、人の流れを意識

的につくる。例えば、

駅からの流れ、車の

流れ 

  シャッター通りになり

つつある。 

  商店街への動線

の整備促進（ソフ

ト対策） 

賑わい創出イベント

の推進    ○     

賑わいづくりのイベン

トを行う 

  日曜でも店をあけて

ほしい 

    
   ○     

屋台で一流シェフの

料理を提供する 

  閉まっている店が多く

寂しい 

     

   ○     

中心部に多いお寺な

どの資源をめぐるツア

ーを実施し、人を呼び

込む 

  平日より日曜が休み

の店が多い 

   商店街のコンセプ

トづくり 

商店街のコンセプトづ

くり    ○     

地元に密着した賑わ

いと、風情のあるまち

づくりを目指す 

  人や自転車の通過道

路になっている。 

     

        

具体的なコンセプトを

策定する（例「安心」

「価値と興味の創出」

「調和する」、「衣・食・

知」を重視した方針） 

  6丁目から4丁目のお

店のお客が４軒で４

名であった。 

     

        

商店が閉まっていて

楽しめない。楽しめる

工夫が必要だ 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

衰退した商店

街を活性化し

たい（続き） 

商店街が衰

退している 

（続き） 

興味をそそられるよう

なお店が連続してい

ない 

 衰退した商店

街を活性化し

たい（続き） 

商店街が衰退

している 

商店街活性化

の戦略をたて

る必要がある 

郊外大型店と

の競争が難し

い（続き） 

 

商店街のコンセプ

トづくり（続き） 

商店街のコンセプトづ

くり（続き） 

        

地域コミュニティ向け

の商店街。歩いて暮

らせるまちのあり方も

考えたい。イオンがで

きても、車で買いに行

きにくい、行けない人

達もいる。 

  商店街が日曜日なの

に人が歩いていな

い。 

    

        

観光客向け、地元向

け、オフィス街向けな

どターゲットをどこに

していくか 

  商店の努力も足りな

い。 

     

        

どこの客をとってくる

のか、ターゲットを明

確にする必要があ

る。食うか食われるか

の世界で、勝つため

の戦略が必要だ 

  住宅や病院が店舗の間

に入り乱れているため

に、歩いて楽しめない。 

     

        

衣、食、興味の連続

をつくることが必要だ 

  昼間しまっている居

酒屋が増えているた

め昼間がさみしい。 

     

        

まず、地元の人が来

てくれるように。そこ

から外向けにも広が

るのではないか。 

  まちなみがそろってい

る所とそうでない所が

ありバランスが悪い。 

     

        

地産地消をもっと積

極的に進める。（目

標、ターゲットを明確

に） 

  間口の狭い店が多

い。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 
専門
家 

大学 
その
他 

備考 付箋内容 

衰退した商店

街を活性化し

たい（続き） 

商店街が衰

退している 

（続き） 

駅前商店街では、魚

屋も 10 件ほどあった

のが 1件になってしま

った。 

 衰退した商店

街を活性化し

たい（続き） 

商店街が衰退

している 

商店街活性化

の戦略をたて

る必要がある 

郊外大型店と

の競争が難し

い（続き） 

 

商店街のコンセプ

トづくり（続き） 

商店街のコンセプトづ

くり（続き） 
         

 郊外大型店

との競争が

難しい 

平和堂は、1 号店ゆ

え、残っているらし

い。現在は駐車場が

義務付けられている

ので、建て替えは難し

いが。 

    

         

  大型商業施設による

商店街の衰退（2） 

    
         

 商店街活性

化の戦略を

たてる必要

がある 

今の商店街は、普段

の買い物の機能を維

持するのにも、何か

手をうたないといけな

い状況だ 

     

         

 

 

○第４部会 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民活動が重

要だ 

地域コミュニ

ティが弱ま

ってきた 

転入者が多いこと

が、人口増加、コミュ

ニティづくりの課題と

なっている 

 市民活動が

重要だ 

地域コミュニ

ティが弱まっ

てきた 

新しい市民層と共

生できる草津市

オリジナルの協働

創出 

ボランティアに関する

学習機会の拡充 
 ○ ○      

行政が、定年退職者

へのボランティア参画

支援を行う。 

  旧住民には古い価値

観にとらわれている

人もいる 

   若者向けコミュニティ

ビジネスの支援   ○ ○     

行政が、若者の地域

起業支援（ＳＯＨＯな

ど）を行う。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民活動が重

要だ（続き） 

地域コミュニ

ティが弱ま

ってきた（続

き） 

地域は青年団・婦人

会があった頃と違う

（課題解決の目的が

必要）。 

 市民活動が

重要だ（続き） 

地域コミュニ

ティが弱まっ

てきた（続き） 

新しい市民層と共

生できる草津市

オリジナルの協働

創出（続き） 

ボランティア活動・ま

ちづくりグループ活動

支援の推進 ○ ○ ○      

地域住民は、地域別

グループからテーマ

別（課題別）グループ

への転換を促進す

る。 

  新旧住民が交流しな

い、交流が尐ない、ギ

クシャクしている（4） 

     

        

 

  新旧住民の世代間の

問題への対処が必要

である。 

     

        

 

  新住民どうしの交流

が尐ない（2） 

     
        

 

  人の入れ替わりが激

しい（協働の難しさ） 

     
        

 

  市民がまとまりにくい               

  住宅団地では同世代

の方々が集うので、

世代を超えた広がり

を持つことが難しい 

     

        

 

  団地でも、共生できる

環境づくりが必要だ

（例）多世代混住の推

進 

     

        

 

  団地では人が減りつ

つある 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民活動が重

要だ（続き） 

地域コミュニ

ティが弱ま

ってきた（続

き） 

住宅団地単位では課

題が共有できるが多

用なニーズには応え

られない。他地域との

連携が必要 

 市民活動が

重要だ（続き） 

地域コミュニ

ティが弱まっ

てきた（続き） 

新しい市民層と共

生できる草津市

オリジナルの協働

創出（続き） 

 

        

 

  学生や一人暮らしの

人で自治会に入らな

い人がいる 

     

        

 

  運動会など行事に出

てきてくれない 

     
        

 

  向こう三軒両隣（近隣

コミュニティ）がなかな

か進まない 

     

        

 

  住民の入れ代わりが

多く、つながりを求め

ていない人も多い。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民活動が重

要だ（続き） 

地域コミュニ

ティが弱ま

ってきた（続

き） 

サポートコミュニティ

等、必要なものであ

れば自然に組織や団

体が出来上がってい

くのではないか。そも

そも町村コミュニティ

ってそういうものだと

思う。すたれていって

いる or 活発でないと

いうことは、「必要とさ

れていない」というこ

とではないのか？必

要とされていないの

であれば、より必要と

されるものに形を変

える、または廃止する

等していく方がシンプ

ルでよい 

 市民活動が

重要だ（続き） 

地域コミュニ

ティが弱まっ

てきた（続き） 

新しい市民層と共

生できる草津市

オリジナルの協働

創出（続き） 

 

        

 

  コミュニティが崩壊し

ているのは必要とさ

れていないのか、地

域内教育もなくなるの

ではないか 

     

        

 

 市民活動へ

の関心や参

加をよびか

ける必要が

ある 

他市に比べ福祉やボ

ランティア活動が遅

れている 

  市民活動へ

の関心や参

加をよびかけ

る必要がある 

市民に親しまれる

中間支援施設づ

くり 

ボランティアに関する

学習機会の拡充 

○ ○ ○      

行政は、市民を無理

に引っ張るのではな

く、多様性のコーディ

ネートを図る（出てき

たくない人を無理やり

引っ張ってきても仕方

がない）。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 
専門
家 

大学 
その
他 

備考 付箋内容 

市民活動が重

要だ（続き） 

市民活動へ

の関心や参

加をよびか

ける必要が

ある（続き） 

無関心層の対応が必

要だ 

 市民活動が

重要だ（続き） 

市民活動へ

の関心や参

加をよびかけ

る必要がある

（続き） 

市民に親しまれる

中間支援施設づ

くり（続き） 

「市民活動ワンストッ

プ サ ー ビ ス 窓 口

（仮）」の設置 

  ○      

行政が、ワンストップ

サービスの窓口を作

る。「市民活動したい

そのとき即対応」（や

りたい人がやりたいこ

とをやれるよう、情報

提供をサポート） 

  勤労世代の参加方法

を検討する必要があ

る 

    官民協働によるボラ

ンティアに関する情報

提供の推進  ○ ○      

行政が市民と連携

し、地域でどんな活動

をしているか、情報の

仲介、ヒントや情報の

提供を行う。 

  「私やらんでも誰かが

やってくれるんやろ」

と言いつつ、その結

果に文句を言う人が

多い。 

    官民協働による市民

活動への支援体制の

充実  ○ ○      

行政が市民と連携

し、ボランティアグル

ープへのサポートを

行う。 

  でも、その人たちを教

育していくのは大変。

人は自分自身が本当

に必要だと思わない

と動かない。イヤイヤ

だとまた文句が出る 

    官民協働によるボラ

ンティアセンター機能

の設置と充実 

 ○ ○      

行政が市民と連携し、

市民団体も紹介・マッチ

ングするボランティアセ

ンター機能を作る（ボラ

ンティアセンターを、ボラ

ンティア活動や地域活

動をする人、市民のニ

ーズに合わせた運営が

できる場にしていく）。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民活動が重

要だ（続き） 

市民活動へ

の関心や参

加をよびか

ける必要が

ある（続き） 

ボランティア活動の大

切さへの気づきのた

めの取り組みが必要

だ 

 市民活動が

重要だ（続き） 

市民活動へ

の関心や参

加をよびかけ

る必要がある

（続き） 

市民に親しまれる

中間支援施設づ

くり（続き） 

市民活動スペースの

提供促進 

 ○ ○      

行政が市民と連携

し、市民が普段から

集まり、会議等ができ

る場所づくりを行う

（行政・市民グループ

協働で運営する施設

にしていく）。 

  社会参加に対する意

識づけ（子どもの頃

からの） 

    まちづくりリーダーの

育成と発掘の推進 

 ○ ○      

行政が、まちづくりリ

ーダーの育成と発掘

を行う（市民活動をや

りたい人・潜在的な人

はいっぱいいるので

「焚き付け役」が必要

である）。 

  地域教育は誰がする

のか（学校ではない） 

    「行政サービスコーデ

ィネート窓口（仮）」機

能の設置 
  ○      

行政が、中間支援施

設を行政サービスも

問い合わせ・つなぎ

ができる場にしていく

（福祉・子育ての悩み

等）。 

  本グループ・草津市

民の中でも協働のイ

メージは違う。 

     

        

 

  草津市には多様な価

値観の人がいるの

で、多様な協働の形

がありうる。 

     

        

 

  草津市の協働は「パ

ッチワーク」のような

多様なイメージであ

る。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民活動が重

要だ（続き） 

市民活動へ

の関心や参

加をよびか

ける必要が

ある（続き） 

草津で多様な人が集

まるためには、ゆる

やかな事業の形態が

必要である。 

 市民活動が

重要だ（続き） 

市民活動へ

の関心や参

加をよびかけ

る必要がある

（続き） 

市民に親しまれる

中間支援施設づ

くり（続き） 

 

        

 

  市民活動は、市民活

動の「需要」に見合う

「供給」のバランスが

かみ合うことで、全体

に広がる。 

     

        

 

市民活動の場

づくりが重要

だ 

公共施設が

使いづらい 

市の施設の設備が使

いにくい 

 市民活動の

場づくりが重

要だ 

公共施設が

使いづらい 

市民センター

の魅力づくり

が課題 

市 民 セ ン タ

ー、公民館の

役割を見直す

必要がある 

公共施設運営へ

の民間活力の導

入（続き） 

特色ある公共施設づ

くりの推進 

 ○ ○      

公共施設は、地域ご

との特色ある取り組

みを競争させてはど

うか。 

 市民センタ

ーの魅力づ

くりが課題 

市民センターの魅力

づくりが課題 

     

        

市民が施設の設計に

かかわってはどうか 

  市民センターが地域

に溶け込んでいない 

     

        

まちなかの公民館で

共同畑をつくってはど

うか 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民活動の場

づくりが重要

だ（続き） 

市民センタ

ーの魅力づ

くりが課題

（続き） 

市民センターのスタッ

フが排他的である 

 市民活動の

場づくりが重

要だ（続き） 

公共施設が

使いづらい 

市民センター

の魅力づくり

が課題 

市 民 セ ン タ

ー、公民館の

役割を見直す

必要が あ る

（続き） 

公共施設運営へ

の民間活力の導

入（続き） 

学生の参画による公

共事業・公共施設運

営の導入と推進 

  ○   ○   

公共施設は、立命館

大学学生が運営する

「チャレンジ公民館」

を実施してはどうか

（学生に１部屋与え

て、施設運営に参画

してもらうなど）。 

  市民センターは市民

団体間の調整をして

ほしい 

   公共施設の有効活用

の推進 
 ○ ○ ○     

公共施設は、休館日

の部屋活用をすべき

である（遊ばせておく

のはもったいない）。 

  市民センター化により

利便性は向上、使い

勝手は要進化、運営

（会館）スタイルは要

改善 

    

        

行政は、学校施設の

貸し出しも行う（ここで

得た貸館費用を施設

管理に回すことで行

財政改革へつなげ

る）。 

  市民のための施設で

あるならばもっと開か

れた運営を考える必

要がある 

    指定管理者制度・ア

ウトソーシングの推進 
 ○ ○ ○     

公共施設は、施設運

営に市民団体・民間

企業の参画を入れて

いく。 

  イメージが暗い      

        

職員体制はいっその

こと米原方式（管理委

託）もよいのではない

か 

  地域の拠点活動なの

で参加しない人をい

かに参加してもらえる

か 

     

        

全学区一斉システム

は難しいのでモデル

地域はどうか？ 

 



資料 48 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 
専門
家 

大学 
その
他 

備考 付箋内容 

市民活動の場

づくりが重要

だ（続き） 

市民センタ

ーの魅力づ

くりが課題

（続き） 

館長によって運営が

違う 

 市民活動の

場づくりが重

要だ（続き） 

公共施設が

使いづらい 

市民センター

の魅力づくり

が課題 

市 民 セ ン タ

ー、公民館の

役割を見直す

必要が あ る

（続き）） 

公共施設運営へ

の民間活力の導

入（続き） 

 

        

公共施設は、指定管

理者制度の導入も含

め、市民やＮＰＯが運

営する形が理想であ

る（米原の例）。 

  市民センターが生涯

学習プログラムの提

供や情報発信の機能

をなかなか担いきれ

ていないので、もっと

特色がほしい 

    

        

施設の有効利用（開

放）やノウハウの提

供（気付きｅｔｃ）（それ

ぞれの立場から発

信）つなげるしかけづ

くり 

 市民センタ

ー、公民館

の役割を見

直す必要が

ある 

市民センター（公民

館）の日曜開設は必

要か？（１日１件とい

うこともある） 

     

        

 

  市民センター（公民

館）の数は１３も必要

か？中学校区ごと程

度でもよいのではな

いか。 

     

        

 

  市民が求める行政サ

ービスと提供される

市民サービスは合致

しているのか？ 

     

        

 

 まちづくりセ

ンター、ボラ

ンティアセン

ターの運営

に課題があ

る 

まちづくりセンターに

は利用の仕方が異な

る各団体の調整の難

しさがある 

  まちづくりセン

ター、ボランテ

ィアセンター

の運営に課題

がある 

まちづくりセンタ

ー、ボランティア

センターの機能強

化 

官民協働による機能

の設置と充実 

 ○ ○      

行政が市民と連携

し、ＰＲ・営業をする。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ 

行政 民間 
専門
家 

大学 
その
他 

備考 付箋内容 

市民活動の場

づくりが重要

だ（続き） 

市民センタ

ーの魅力づ

くりが課題

（続き） 

まちづくりセンターが

特定の団体しか利用

されていないのでは

（利用しづらい） 

 市民活動の

場づくりが重

要だ（続き） 

まちづくりセン

ター、ボランテ

ィアセンター

の運営に課題

がある（続き） 

まちづくりセンタ

ー、ボランティア

センターの機能強

化（続き） 

 

        

 

  市ボランティアセンタ

ーは形だけのような

気がする。一般市民

が利用しにくい。（特

定の人だけが利用し

ており、市民には遠

い存在） 

    

        

 

多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ 

地域での取

り組みが必

要だ 

小地域での協働は見

えるが、ここまで大き

くなると見えにくい 

 多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ 

地域での取り

組みが必要 

学生や大学

が参画するべ

き 

企業も参画で

きる協働のし

くみづくりが必

要 

学生にとって

魅力のある地

域づくりが必

要 

市民・地域、ボラ

ンティア、大学・民

間の継続的なネ

ットワークづくり

（続き） 

市民・地域と、大学・

企業との連携促進 

○ ○  ○  ○   

企業も大学も、地域

からのオーダーがあ

れば資金面以外は協

力できるので、市民

（地域）がこの間（地

域・市民と、大学・企

業）を積極的につな

いでいく。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ

（続き） 

地域での取

り組みが必

要だ（続き） 

地域ごとの協働のあ

り方が必要だ 

 多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ

（続き） 

地域での取り

組みが必要 

学生や大学

が参画するべ

き 

企業も参画で

きる協働のし

くみづくりが必

要 

学生にとって

魅力のある地

域づくりが必

要（続き） 

市民・地域、ボラ

ンティア、大学・民

間の継続的なネ

ットワークづくり

（続き） 

 

○ ○ ○   ○   

学生も後輩へ継続し

たい・関わりたいと思

っている（例：ブリッ

ジ・宿場まつり等）の

で、大学も市民も行

政も、立命館大学学

生がもっと地域に関

わってもらうように働

きかけていく。 

  草津の中にも自然環

境豊かな地域、田畑

が広がる地域、市内

の市街地など多様な

地域がある。それら

が互いに連携するこ

とが、魅力づくりにも

つながる。 

    

○     ○   

学生団体には、夏祭

りなどのイベントに参

加してほしい 

 学生や大学

が参画する

べきだ 

     

○ ○    ○   

学生と町内会との防

犯活動ボランティアを

続けたい 

 企業も参画

できる協働

のしくみづく

りが必要だ 

松下も立命も、地域

清掃にはなるべく地

域と一緒にするように

している。行政や地

域が企業・大学と計

画・日付等を早い段

階から合わせていけ

ると協力しやすい。 

    

○ ○    ○   

学生団体の小学校中

学校の授業等支援ボ

ランティア活動を継続

してほしい 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ

（続き） 

企業も参画

できる協働

のしくみづく

りが必要だ

（続き） 

大学生と違い、企業

人はその地域に居つ

くが、世代が続かな

い（ニュータウン化）と

いう課題が共通して

いる。 

 多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ

（続き） 

地域での取り

組みが必要 

学生や大学

が参画するべ

き 

企業も参画で

きる協働のし

くみづくりが必

要 

学生にとって

魅力のある地

域づくりが必

要（続き） 

市民・地域、ボラ

ンティア、大学・民

間の継続的なネ

ットワークづくり

（続き） 

大学・企業のＣＳＲへ

のマッチング支援の

推進 
○ ○ ○ ○     

企業は、企業で働く

人たち、子どもたちも

含めたその家族が地

域に関わるように働

きかける。 

       

 ○ ○ ○     

まちづくりに協力した

いと思っている企業

は、ＣＳＲという視点

から、地域と企業の

つながりづくりを考え

ていく。 

 学生にとっ

て魅力のあ

る地域づくり

が必要だ 

学生が地域に残らな

い（Ｉターンはない） 

   多様な主体のネット

ワークづくりのための

体制拡充 

  ○      

大学・企業による協

働が特定団体への肩

入れにならないよう、

行政が、公民館やボ

ランティアセンターを

間に挟むようにする

（これらの機関にＣＳ

Ｒ営業をしてもらって

はどうか）。 

  立命館大学学生のう

ち、８０００人は草津

に住んでいるが、卒

業したら離れていくと

いう現状がある。 

     

  ○      

行政は、公民館・ボラ

ンティアセンターの専

門性を拡充し、これら

のマッチングサポート

できる体制づくりを行

う（現行の公民館職

員５年契約では難し

いため）。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ

（続き） 

 

学生にとっ

て魅力のあ

る地域づくり

が 必 要 だ

（続き） 

地域内雇用が尐ない

（空洞化） 

 多様な人々が

市民活動に参

画するべきだ

（続き 

地域での取り

組みが必要 

学生や大学

が参画するべ

き 

企業も参画で

きる協働のし

くみづくりが必

要 

学生にとって

魅力のある地

域づくりが必

要（続き） 

市民・地域、ボラ

ンティア、大学・民

間の継続的なネ

ットワークづくり

（続き） 

 

        

産官学民の連携スタ

イル。現状は官が中

心で、その他とは放

射的関係が強い。官

中心一辺倒から、産

学民それぞれ中核と

なる様な運営スタイ

ルをめざしていくべき

（それぞれが個々の

つながりになってい

て、ネットワーク化さ

れていない） 

行政・議会の

位置づけを明

確にするべき

だ 

行政サービ

スを再検討

するべきだ 

求められる市民サー

ビスの多様化に行政

はどこまで対応できる

のか？ 

 行政・議会の

位置づけを明

確にするべき

だ 

行政サービス

を再検討する

べきだ 

行政の顔が

見えにくい 

市民に身近で的

確な行政サービ

スの提供 

市民参加による行政

サービスの再検討 
○ ○ ○ ○ ○    

 

公と私の区別をどこ

に置くのか？（市民サ

ービスの範囲） 

   

        

 

市全体のトータルビ

ジョンの視点で議論

できる政策立案機能

（あるべき姿）が必要

だ 

   

        

 

 多文化共生施策がな

い 

     
        

 

行政の顔が

見えにくい 

市役所の部署の名称

が変わりすぎ（覚えた

頃に変わる） 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

行政・議会の

位置づけを明

確にするべき

だ（続き） 

行政の顔が

見えにくい

（続き） 

行政の顔が見えにく

い 

 行政・議会の

位置づけを明

確にするべき

だ（続き） 

行政サービス

を再検討する

べきだ 

行政の顔が

見えにくい（続

き） 

市民に身近で的

確な行政サービ

スの提供（続き） 

 
        

 

草津の中心でイベン

トが多い（琵琶湖側

や、山側での開催が

尐ない） 

  

        

 

 市の中心市街地の改

善・改革の手の打ち

方が小さい。 

     

        

 

  行政の縦割りの弊害

がある、融通が利か

ない 

     

        

 

市民と行政の

協働を進める

必要がある 

市民と行政

との対話の

場を作る必

要がある 

住民の活動を行政が

支援してほしい 

 市民と行政の

協働を進める

必要がある 

市民と行政と

の対話の場を

作る必要があ

る 

地域のアイデア

や意見を反映で

きる行政のしくみ

づくり 

「協働提案制度（仮）」

の整備 

 ○ ○      

行政自身を、地域か

らのアイデアや意見

を受け止めることの

できる仕組みに改革

していく。 

  行政は、他地域の市

民活動支援の情報を

集めて中間支援施設

のあり方を検討する

必要がある。 

    「事業仕分け（仮）」の

推進 

  ○      

行政は、各部署の事

業整理を図り、縦割り

行政の解消を行う。 

  行政は、地域でどん

な活動をしているか、

情報の仲介、ヒントや

情報の提供。協働を

支える役割を担える

ように。 

    協働指針具体化のた

めの行動計画策定 

○ ○ ○ ○ ○ ○   

全ての主体が、協力

して協働指針の具体

化を図る（具体化計

画の策定等）。 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民と行政の

協働を進める

必 要 が あ る

（続き） 

市民と行政

との対話の

場を作る必

要がある（続

き） 

行政は、講座実施の

際はＰＲをしっかりと

行うべきである。 

 市民と行政の

協働を進める

必要が あ る

（続き） 

市民と行政と

の対話の場を

作る必要があ

る（続き） 

地域のアイデア

や意見を反映で

きる行政のしくみ

づくり（続き） 

多様な主体のネット

ワークづくりのための

体制拡充 
○ ○ ○ ○  ○   

全ての主体（地域・大

学・企業等）が、行政

が組織する形ではな

い地域独自の組織体

となって各種のつな

ぎ役になる。 

  行政は、ボランティア

センター事業実施に

際しては、市民と協

力して一般の人にも

目につく工夫をすべ

きである（裾野の広が

りを意識して） 

   市民活動の広が

りを促進する仕掛

け（仕掛け役）の

推進 

「協働営業（仮）」担当

セクションの設置 

 ○ ○      

行政と市民の協働の

ために、まずは顔の

見える関係づくりから

必要であるため、行

政も「協働営業」のセ

クションを設ける。 

  異動のある行政職員

とのパートナーシップ

の難しさ 

    ボランティア活動・ま

ちづくりグループ活動

関連イベントの推進 
 ○ ○      

行政が市民の協力を

得ながら、ボランティ

ア関連イベントを実施

する（実施方法自体

を裾野が広がるよう

工夫を）。 

  ひざをつきあわせる

ような行政との対話

が尐ない（各トーク

（市長ｅｔｃ）はシナリオ

ができている） 

    地域活動のあり方に

ついての調査研究の

促進  ○ ○      

行政・市民は、市民

活動の裾野を広げる

ために、若い人が集

まっている「天気村」

の取り組みに学ぶ。 

  行政や市民活動の担

い手にもカリスマ（プ

ロジェクト的な）が必

要である。 

     

        

 

 



資料 55 

 

課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民と行政の

協働を進める

必 要 が あ る

（続き） 

市民と行政

との対話の

場を作る必

要がある（続

き） 

協働のカリスマが抜

けたときのことを考

え、行政・市民活動団

体は協働ノウハウの

平準化を図るべきで

あ る （ 限 界はあ る

が）。 

 市民と行政の

協働を進める

必要が あ る

（続き） 

市民と行政と

の対話の場を

作る必要があ

る（続き） 

市民活動の広が

りを促進する仕掛

け（仕掛け役）の

推進（続き） 

 

        

 

  市民のニーズをいか

に効率的に市へ届け

るか（本当に求めて

いるもの） 

     

        

 

  他の行政団体との連

帯が良好とは言えな

い（市役所社協コミセ

ン市民企業） 

     

        

 

 広報体制の

拡充が必要

だ 

広報くさつを使った行

政告知（市民は意外

に読んでいる） 

  広報体制の

拡充が必要だ 

市民に親しまれる

広報体制の拡充 

市民活動の情報発信

支援の推進 

 ○ ○ ○  ○   

広報くさつはよく読ま

れているので、行政

は、広報の「お知ら

せ」のページを見開き

１ページ分にする（企

業も大学も市民もこ

のページを活用した

がっている）。 

  市政情報の入手方法 

広報くさつの活用率

がとくに高いが十分

に生かされていると

はいえない 

     

        

IT 社会とはいえ、幅

広い年代で利用でき

る「広報くさつ」の必

要性は高い 
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課題に関する内容  課題の再整理 施策の提案 

大項目 小項目 付箋内容  大項目 小項目 施策の方向 具体事業 住民 
ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ 
行政 民間 

専門

家 
大学 

その

他 
備考 付箋内容 

市民と行政の

協働を進める

必 要 が あ る

（続き） 

広報体制の

拡充が必要

だ（続き） 

ポータルサイト「９３２

情報ネット」が機能し

ていない。 

 市民と行政の

協働を進める

必要が あ る

（続き） 

広報体制の

拡充が必要だ

（続き） 

市民に親しまれる

広報体制の拡充

（続き） 

 

        

立命館大学と草津市

は提携し、つながって

いるということが、他

の主体に知られてい

ない。もっと活用につ

いてのアピールをす

るべき。 

  市民活動を供給した

い団体は多いが、市

民団体側もニーズの

ある人を「助けに行く

よ」という表明が必要

である。 

     

        

地域版 SNS はおもし

ろいのでけっこう見て

いる人が多いのでは

ないか。活用が必要

だ 
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